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状態 )と,可能な配置の数は剛体球系 (3次元 )の場合
zs-1 /ae-r2/sa24wr2dvO
Rs - N
S 了 ｡-r2/ sa24,rr2/dvO
(1)
で近似される｡ Z は最近按格子点の数｡ zS~1 は S個の球からなる糸状のものの 配置
数 (同じ点を2度通ることも許す )｡ その中ではじめの球からa(球の半径 )のとこ
a CO
ろ-戻るのは′･･// だけである (Brown運動の理論 )｡ ringの上のはじめの点0 0
はN個のどれにとってもよいからNを掛ける｡ またはじめの点をring上のどれをとっ
ても同じ配置を得るから Sで割る｡こうしてRsが得られる(ringの扱いは Feynman:












qn - ∑ 〟-
(ns)s ns!









である｡ このための体積の増加をⅤ-nd とし,圧力 pの状態和






























x≦ 1のときは言- 有限であるが,x>1になると云--,したがってx-1 で相







完全秩序 (ringのない状態 )における体積を自由体積近似 (よくあてはまる)
∂
p - NkT5Tvllogvf


























































E= e-pA/kT x =zef(=e-a)
)
n= 里 ∑1-x s
Z s S
-; log (卜 x)(-号f e% 1)
N
ringによる体積膨脹は,
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ゥス的でなく<t2>- Anβとすると,2次元でβ-1.5,3次元では β-1.2 ぐら
いになるといわれている｡ これを用いれば (24)は∑XS/sl･5になり,相変化が得られ
ると思われる｡ この点はさらに計算を続行中である｡この最後の点については斎藤信彦
氏に教えていただいた｡
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